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既存の防災セミナーと女性向けのセミナーを連動して実施することにより、女性
リーダーの育成や地域全体の防災における男女共同参画を推進した三重県四
日市市の事例です。
まず、取組の概要を説明します。
【ポイント】
既存の防災セミナーと連動した女性限定のセミナーを実施。
連動したセミナーであるため、両セミナーの受講者間でネットワークができ、

地域で行われる防災活動等に女性が積極的に参加できるようになりました。
 結果、自治会連合会から男女共同参画の視点からの避難所運営マニュアル

作成の要望が出され、セミナーを修了した女性や自治会連合会、地区防災組
織、専門家と協力しながら男女共同参画の視点からの避難所運営マニュア
ルを作成しています。

次に、取組の経緯に説明します。
【ポイント】
既存の防災セミナーや訓練の参加者は、高齢男性等が中心の一部の人に限

られ、マンネリ化していました。
様々な層に防災に関心を持ってもらう必要があり、東日本大震災での男女共

同参画の視点からの課題が生じていたこともあり、女性向けの防災啓発セミ
ナーの開催を検討しました。

 セミナーを受けてもらうことだけではなく、実際に地域防災に女性が参加して
いくことを目的としていたことから、実際に地域防災を行っている層とのネット
ワーク化のため、既存の防災セミナーと連動して行うこととしました。
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女性セミナーと既存セミナーの概要を説明します。
【ポイント】
女性セミナーは、興味はあるもののなかなか一歩を踏み出せない女性が地

域の防災・減災活動に参加できるきっかけとなることを大きな目標として掲げ
ています。

 既存セミナーも、単に研修を受けて終わるだけでなく、実際に地域の自主防
災組織での活動に活かしてもらうことをねらって、自主防災組織からの推薦を
受けることを受講の条件としています。

両セミナーの講座の大半は合同で行われ、ワークショップ等では両セミナー
の受講者が共にワークに取り組むようにしています。
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取組のポイントを説明します。
【ポイント】
既存セミナーと合同で行うことにより、同地区の自主防災組織の男性と受講

女性が顔の見える関係になっています。
 その結果、セミナー修了者が地区の自主防災組織の開催する防災活動等に

積極的に参加しやすくなり、自主防災組織側からも、セミナー修了者に声をか
けることができるようになったことから、防災活動等に女性が参加しやすくなっ
ています。

講座内容については、女性向けには実際の地域の防災活動がイメージでき
るように防災倉庫で備蓄している発電機を実際に動かしてみたり、地震体験
車に乗車してみたりと、体験型の講座を増やし、既存セミナーにあっては、序
盤の講座で防災と男女共同参画について学ぶことにより、男性にとって女性
が防災活動の担い手になる必要性や意義について理解が生まれるような仕
組みを作っています。

 また、地区での男女共同参画の理解を深めるために、自治会連合会の活動
として、女性の視点を取り入れた防災セミナーを開催しています。平成２５年
度から３年間で、市内２８地区のうち１７地区で実施し、今後も継続して男女
共同参画の大切さを周知していきます。

その結果、地区での理解が深まってきており、女性セミナー修了者の地域の防
災活動への参画が進みやすい環境が形成されています。
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取組によって得られた効果・メリットを説明します。
【ポイント】
実際に地域防災の現場で活躍する女性が増えています。
両セミナーの受講者間のネットワークの構築はもとより、女性セミナー修了者

が次年度に友人を連れてきて一緒に受講する等、女性の参画がさらに進む
ような女性同士のネットワークも構築されています。

男性も女性も、女性が防災活動に参加する意義について理解が醸成された
ことから、自治会連合会からの要望で男女共同参画の視点からの避難所運
営マニュアルを作成してほしいとの要望が出てくるほど、地域全体での防災
における男女共同参画に対する理解が進んでいます。

【避難所運営マニュアルについて】
市の危機管理担当課、自治会連合会、セミナー受講者や専門家（セミナーの

講師等）からなるワーキンググループを発足し、年３回の検討会を経てマニュ
アルを作成。

 マニュアルは全ての自治会・地区防災組織に配布するとともに、学校など避
難所となる施設や前述の防災セミナー受講者、市が独自で年間100回程度行
う出前講座の際などに配布予定。初版の5,000部はほぼ関係者に配布され、
今後増刷を予定しています。

配布した結果、地域で男女共同参画と防災の関係を説明する教科書代わり
の存在として利用されたり、避難所となる学校などでも、防災と男女共同参画
についての議論が行われるようになるなど、更に地域での防災と男女共同参
画の理解が促進されていきます。
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